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ロ 通 信 中 に お け る 搬 送 波 を 送 信 し て い な い と き の 漏 え い 電 力 は 、 八 〇 ナ ノ ワ ッ ト 以 下 の 値 で あ

る こ と 。

ハ 変 調 信 号 は 、 パ ル ス に よ り 構 成 さ れ る も の で あ り 、 そ の 送 信 速 度 は 、 別 に 総 務 大 臣 が 告 示 す

る と こ ろ に よ る も の で あ る こ と 。

ニ 空 中 線 電 力 は 、 一 チ ャ ネ ル 当 た り の 平 均 電 力 が 、 一 〇 ミ リ ワ ッ ト 以 下 で あ る こ と 。

ホ 空 中 線 は 、 そ の 絶 対 利 得 が 四 デ シ ベ ル 以 下 で あ る こ と 。 た だ し 、 等 価 等 方 輻 射 電 力 が 絶 対 利

得 四 デ シ ベ ル の 空 中 線 に 一 〇 ミ リ ワ ッ ト の 空 中 線 電 力 を 加 え た と き の 値 以 下 と な る 場 合 は 、 そ

の 低 下 分 を 空 中 線 の 利 得 で 補 う こ と が で き る も の と す る 。

２ 時 分 割 ・ 直 交 周 波 数 分 割 多 元 接 続 方 式 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 子 機 の 無 線 設 備 は 、 前 項 に 規 定

す る 条 件 の ほ か 、 次 に 掲 げ る 条 件 に 適 合 す る も の で な け れ ば な ら な い 。

一 送 信 す る 電 波 の 周 波 数 は 、 時 分 割 ・ 直 交 周 波 数 分 割 多 元 接 続 方 式 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 親

機 の 電 波 を 受 信 す る こ と に よ つ て 、 自 動 的 に 選 択 さ れ る こ と （ 次 号 の 無 線 通 信 を 行 う 場 合 を 除

く 。 ） 。

二 二 以 上 の 時 分 割 ・ 直 交 周 波 数 分 割 多 元 接 続 方 式 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 子 機 （ 同 一 の 時 分

割 ・ 直 交 周 波 数 分 割 多 元 接 続 方 式 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 親 機 の 識 別 符 号 を 記 憶 し て い る も の

に 限 る 。 ） 相 互 間 で 行 わ れ る 無 線 通 信 で あ つ て 、 時 分 割 ・ 直 交 周 波 数 分 割 多 元 接 続 方 式 デ ジ タ ル

コ ー ド レ ス 電 話 の 親 機 を 介 さ な い 無 線 通 信 を 行 う 場 合 は 、 次 の 条 件 に 適 合 す る も の で あ る こ と 。

た だ し 、 総 務 大 臣 が 別 に 告 示 す る も の に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。
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の 周 波 数 の 電 波 を 使 用 す る こ と 。

ロ 通 話 時 間 は 、 最 大 三 〇 分 で あ る こ と 。

ハ 通 話 終 了 後 、 当 該 通 話 に 要 し た 時 間 の 九 十 分 の 一 以 上 （ 最 低 二 秒 と す る 。 ） 電 波 の 発 射 を 停 止

す る も の で あ る こ と 。

三 同 時 使 用 可 能 な 最 大 チ ャ ネ ル 数 は 、 総 務 大 臣 が 別 に 告 示 す る と こ ろ に よ る も の で あ る こ と 。

第 四 十 九 条 の 八 の 三 中 「 前 条 」 を 「 第 四 十 九 条 の 八 の 二 」 に 、「 の 各 号 の 」 を 「 に 掲 げ る 」 に 、「 デ ジ

タ ル コ ー ド レ ス 電 話 」 を 「 時 分 割 多 元 接 続 方 式 狭 帯 域 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項

中 「 ニ 、 ト 及 び チ 」 を 「 ハ 、 ヘ 及 び ト 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 ハ 」 を 「 ロ 」 に 、「 次 の 」 を 「 次 に 掲

げ る 」 に 、「 呼 出 名 称 」 を 「 識 別 符 号 」 に 改 め る 。

第 五 十 七 条 の 三 た だ し 書 中 「 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 無 線 局 」 を 「 時 分 割 多 元 接 続 方 式 狭 帯 域 デ

ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 無 線 局 、 時 分 割 多 元 接 続 方 式 広 帯 域 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 無 線 局 、 時 分

割 ・ 直 交 周 波 数 分 割 多 元 接 続 方 式 デ ジ タ ル コ ー ド レ ス 電 話 の 無 線 局 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 号 第 2
7 中 「デジタルコードレス電話 」 を 「時分割多元接続方式狭帯域デジタルコードレス

電話 」 に 改 め 、 同 表 に 次 の よ う に 加 え る 。

第58 時分割多元接続方式広帯域デジタルコードレス電話の無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許

容値は、第１から第４までの規定にかかわらず、1¶728kHzとする。

第59 時分割・直交周波数分割多元接続方式デジタルコードレス電話の無線局の無線設備の占有周波

数帯幅の許容値は、第１から第４までの規定にかかわらず、2¶400kHzとする。

別 表 第 三 号 2
0 中 「デジタルコードレス電話 」 を 「時分割多元接続方式狭帯域デジタルコードレス電

話 」 に 改 め 、 同 表 5
0 中 「１から49まで 」 を 「１から51まで 」 に 改 め 、 同 5
0 を 同 表 5
2 と し 、 同 表 4
9 の 次

に 次 の よ う に 加 え る 。

50 時分割多元接続方式広帯域デジタルコードレス電話の無線局の送信設備の不要発射の強度の許

容値は、２\及び]並びに18に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。

\ スプリアス領域（^に掲げる周波数帯を除く。）における不要発射の強度の許容値

任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－36dB（１mＷを０dBとする。以下この50にお

いて同じ。）以下の値

] 帯域外領域（^に掲げる周波数帯を除く。）における不要発射の強度の許容値

ア 中心周波数からの離調が864kHzを超え1¶228kHz以下の周波数帯においては、任意の192

kHzの帯域幅における平均電力が－5•6dB以下の値

イ 中心周波数からの離調が1¶228kHzを超え2¶592kHz以下の周波数帯においては、任意の１

MHzの帯域幅における平均電力が－9•5dB以下の値

ウ 中心周波数からの離調が2¶592kHzを超え4¶320kHz以下の周波数帯においては、任意の１

MHzの帯域幅における平均電力が－29•5dB以下の値

^ 1¶891•296MHzを超え1¶893•146MHz以下及び1¶906•1MHzを超え1¶906•848MHz未満の周波数

帯における不要発射の強度の許容値

ア 1¶892•846MHzを超え1¶893•146MHz以下及び1¶906•1MHzを超え1¶906•754MHz未満の周波

数帯においては、任意の192kHzの帯域幅における平均電力が－31dB以下の値

イ 1¶891•296MHzを超え1¶892•846MHz以下及び1¶906•754MHz以上1¶906•848MHz未満の周波

数帯においては、任意の192kHzの帯域幅における平均電力が－36dB以下の値

51 時分割・直交周波数分割多元接続方式デジタルコードレス電話の無線局の送信設備の不要発射

の強度の許容値は、２\及び]並びに18に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。

\ スプリアス領域における不要発射の強度の許容値

任意の１MHzの帯域幅における平均電力が－36dB（１mＷを０dBとする。以下この51にお

いて同じ。）以下の値

] 帯域外領域における不要発射の強度の許容値

ア 中心周波数からの離調が1•7MHzを超え2•5MHz以下の周波数帯においては、800kHzの帯

域幅における平均電力が－9•8dB以下の値

イ 中心周波数からの離調が2•5MHzを超え3•8MHz以下の周波数帯においては、任意の１

MHzの帯域幅における平均電力が－29dB以下の値

ウ 中心周波数からの離調が3•8MHzを超える周波数帯においては、任意の１MHzの帯域幅に

おける平均電力が－36dB以下の値
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